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唐
宋
八
大
家
読
本
謹
語
全
四
巻
四
冊
、
明
治
九
年
二
月
廿
四
日
版
権
免

許
、
訓
讓
者
城
井
簿
章

今
古
八
大
家
文
妙
全
巻
三
冊
（
一
、
二
、
三
）
明
治
十
年
三
月
一
日
版
権

免
許
、
白
井
篤
治
撰
、
編
輯
人
内
田
孝
太
郎

新
選
名
家
文
抄
全
巻
二
冊
（
上
、
下
）
明
治
十
年
七
月
廿
日
版
権
免
許
、

編
者
、
根
岸
千
引
、
閲
者
中
村
江
洲

今
体
名
家
文
抄
全
巻
三
冊
（
一
、
二
至
三
、
四
至
五
）
明
治
十
年
二
月
十

三
日
版
権
免
許
、
編
輯
人
土
居
光
華
、
出
版
人
内
藤

伝
右
衛
門

助
字
解
全
巻
二
冊
（
上
、
下
）
明
治
十
年
三
月
廿
二
日
版
権
免
許
、

編
纂
人
原
田
道
義
、
出
版
人
大
西
庄
之
助

唐
詩
選
壷
本
全
巻
三
十
五
冊

イ
、
五
七
言
律
排
律
、
巻
五
冊
、
寛
政
三
年
辛
亥
五
月

君
山
唐
世
済
識
、
赤
峰
田
順
書
、
高
田
円
乗
撰
、
彫
工

杉
田
金
助
、
江
都
日
本
橋
書
騨
嵩
山
房
、
小
林
新
兵
衛
蔵

「
■
■
■
■
■
■
図

F

ロ
、
七
言
律
巻
五
冊
、
天
保
七
丙
申
年
九
月
日

高
井
蘭
山
先
生
著
、
画
狂
老
人
筆
、
東
都
書
騨
、
小
林
新

兵
衛
蔵
版

ハ
、
五
言
律
排
律
巻
五
冊
、
天
保
四
年
癸
己
春
正
月

へ
」
包

高
井
蘭
山
盟
識
、
前
北
斉
為
一
画
、
東
都
書
騨
、
小
林
新

兵
衛
蔵
版

二
、
五
七
言
古
巻
五
冊
、
天
保
三
年
壬
辰
夏
五
月
日

高
井
蘭
山
翁
述
、
翠
渓
先
生
画
、
東
都
醤
林
蔵
版
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士服の名門紳士服
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北津軽郡金木町
TELT2-2

社長福田

一
細
垂
需

、

■金木本店 ■五所川原店

■北津軽郡金木町米町孟(01735m2552■五所川原市敷島町63a(0173m2657

■弘前店■黒石横町店
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ホ
、
七
言
絶
句
続
編
巻
五
冊
寛
政
五
年
癸
丑
正
月
日

３

天
奉
摸
主
人
撰
、
紅
渓
斉
主
人
画
、
東
都
書
林
蔵
版

へ
、
七
言
絶
句
巻
五
冊
文
化
十
一
申
戌
九
月
再
版

フ芙
蓉
山
人
撰
、
小
林
高
英
画
、
東
都
書
林
蔵
版

卜
、
五
言
絶
句
巻
五
冊
文
化
之
丑
再
刻

臺
南
郭
二
先
生
撰
、
石
峯
先
生
画
、
東
都
書
林
蔵
版

校
刻
日
本
外
交
全
二
十
二
巻
十
二
冊
（
内
一
巻
、
二
巻
二
冊
欠
書
、
在
庫

三
巻
大
尾
十
冊
）

三
至
四
源
氏
、
北
條
氏
、
五
至
六
新
田
氏
、
楠
氏
、

七
至
九
足
利
氏
、
十
至
十
一
北
條
氏
、
武
田
氏
、
上
杉
氏
、

十
二
至
十
三
毛
利
氏
、
織
田
氏
、
十
四
至
十
五
織
田
氏
、

豊
臣
氏
、
十
六
至
十
七
豊
臣
氏
、
十
八
至
二
十
徳
川
氏
、

二
十
一
徳
川
氏
、
二
十
二
徳
川
氏

明
治
八
年
十
月
二
十
三
日
版
権
免
許

安
悲
雲
頼
久
太
郎
著
、
川
越
保
岡
元
吉
校
、
出
版
人

本
目
録
は
、
蔵
書
の
一
部
で
こ
の
ほ
か
に
も
数
百
冊
保
存
し
て

お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
お
譲
り
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
又
は

Ｉ
お
い
で
願
い
ま
す
。

問
合
せ
先

’
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出
版
人
松
平
直
方｜

は
農
協
へ

貯
金
共
済
米
８
斗
Ｉ
弗

嘉
瀬
農
業
協
同
組
合

金
木
町
大
字
嘉
瀬
字
雲
省
野
一
八
ノ
ー

電
話
（
代
）
五
三
’
二
○
六
七

組
合
長
理
砺

専
務
理
事

参
事

吉
崎
忠
直

木
村
金
利

鳴
海
俊
三I
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嘉
瀬
地
区
の
皆
さ
ん
へ

で
嘉
瀬
の
先
祖
は
、
地
獄
の
責
め
苦
に
耐
え
乍
ら
の

暮
し
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

藩
主
、
代
官
、
地
主
か
ら
二
重
三
重
と
搾
取
さ
れ

ケ
ガ
ｐ

凶
作
が
続
け
ば
飢
隆
に
繋
が
る
藩
政
の
下
で
、
貧
農

だ
け
が
餓
死
す
る
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
す
。

先
祖
は
、
こ
の
苦
難
か
ら
逃
れ
よ
う
と
只
管
、
信

仰
に
槌
り
村
の
繁
栄
を
祈
り
続
け
た
。
今
、
道
路
端

の
片
隅
に
追
わ
れ
、
砂
塵
を
浴
び
て
い
る
地
蔵
さ
ん

は
、
当
時
の
事
を
何
と
考
え
て
い
る
の
か
、
何
も
語

っ
て
く
れ
な
い
・

村
に
は
寺
、
神
社
、
旧
所
等
歴
史
を
語
る
遺
蹟
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
祖
が
遺
し
て
く
れ
た
貴
重
な

こ
の
遺
蹟
が
、
消
却
さ
れ
な
い
う
ち
に
当
時
の
神
髄

に
触
れ
、
こ
の
こ
と
を
後
世
に
伝
い
遺
し
た
い
一
念

か
ら
探
究
し
続
け
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
助
言

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

嘉
瀬
ふ
る
さ
と
を
探
る
会

会
長
木
村
治
利

嘉
瀬
か
ら
消
え
た
職
業
の
一
つ
で
あ

オ
ケ
ヤ
ヤ
ネ
フ

マ
ザ
ウ

ろ
桶
屋
、
屋
根
吹
き
、
柾
打
ち
、
馬
蹄

屋
、
次
集
に
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。
う

し
な
わ
れ
て
い
っ
た
そ
の
技
術
と
作
業

具
。
農
村
生
活
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ

り
あ
い
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
と
。

『
紙
上
討
論
」
に
寄
稿
の
花
田
柾
五

郎
、
太
田
忠
光
、
吉
崎
正
光
、
青
山
兼

四
郎
各
氏
の
新
解
釈
論
説
有
難
う
御
座

居
ま
し
た
。
私
達
は
古
い
伝
承
を
裏
側

か
ら
の
ぞ
く
こ
と
も
意
義
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
読
者
か
ら
の
原
稿
、
論
説
が

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
。

農
作
業
が
お
く
れ
た
津
軽
の
田
園
に

も
若
苗
が
そ
よ
ぐ
六
月
十
日
よ
う
や
く

編
集
割
付
け
を
完
了
、
八
戸
プ
リ
ン
ト

に
印
刷
発
注
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

赤沿筆

編集主幹

木下清一

昭
和
五
十
九
年
度
嘉
瀬
ふ
る
さ

と
を
探
る
会
会
員
名
簿

会
長
木
村
治
利

副
会
長
原
田
万
治

織
藷
島
山
中
正
津

会
計
局
長
木
立
久
二

事
務
局
長
木
下
清
一

事
務
局
員
沢
田
勝
衛

会
員
外
崎
三
千
男

″
伊
藤
定
四
郎

″

鳴
動
勲

″

秋
元
幸
之
進

″
木
下
俊
蔵

″
小
山
内
嘉
一
郎

″

須
崎
正
敏

″

沢
田
政
孝

″
山
中
長
三
郎

″
沢
田
薫

″
原
田
正
信

″
秋
元
惣
之
進

″
秋
元
米
太
郎

″
木
下
巽

″

沢
田
国
美

″
秋
元
清
逸
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青森県北津軽郡金木町嘉瀬嘉瀬ふるさとを探る会
木村治利

木下清一
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